
(57)【要約】
【課題】耐食性に優れ、他のプレス成形性などにも優れた自動車燃料タンク用アルミニウ
ム合金材を提供することを目的とする。
【解決手段】自動車燃料タンク用アルミニウム合金材が、心材を好ましくはＭｇを４．０
　～５．６％含む５０００系アルミニウム合金材、皮材を好ましくはＺｎを０．６　～１
．６％含む７０００系アルミニウム合金材とし、これら心材と皮材とを好ましくは熱間圧
延により互いに接合したクラッド材からなり、腐食環境下での皮材の犠牲陽極効果によっ
て主として孔食発生を防止することである。
【選択図】　　　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
心 材 を ５ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 、 皮 材 を ７ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 と し た ク ラ
ッ ド 材 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 自 動 車 燃 料 タ ン ク 用 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ５ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 と ７ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 と が 熱 間 圧 延 に よ り
接 合 さ れ た も の で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 自 動 車 燃 料 タ ン ク 用 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ５ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 が Ｍ ｇ を ４ ． ０ 　 ～ ５ ． ６ ％ 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の 自
動 車 燃 料 タ ン ク 用 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ７ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 が Ｚ ｎ を ０ ． ６ 　 ～ １ ． ６ ％ 含 む 請 求 項 １ ま た は ３ の
い ず れ か に １ 項 に 記 載 の 自 動 車 燃 料 タ ン ク 用 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 特 に 、 耐 食 性 に 優 れ た 自 動 車 燃 料 タ ン ク 用 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 に 関 す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
乗 用 車 や ト ラ ッ ク な ど の 自 動 車 の 車 体 軽 量 化 の た め 、 従 来 か ら 使 用 さ れ て い る 鋼 材 に 代 わ
っ て 、 ガ ソ リ ン タ ン ク な ど の 自 動 車 燃 料 タ ン ク に も 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 の 適 用 が 検 討 さ
れ て い る 。
ガ ソ リ ン タ ン ク な ど の 自 動 車 燃 料 タ ン ク 用 材 料 に は 、 ガ ソ リ ン な ど の 自 動 車 燃 料 や 添 加 剤
に 対 す る 耐 食 性 は 勿 論 、 こ れ ら の 経 時 劣 化 し た 分 解 生 成 物 で あ る 、 蟻 酸 や 酢 酸 あ る い は 塩
素 な ど が 、 前 記 自 動 車 燃 料 や 添 加 剤 に 混 在 す る よ う な 腐 食 環 境 下 で も 、 耐 食 性 に 優 れ 、 長
寿 命 で あ る こ と が 特 に 要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 か ら 、 自 動 車 燃 料 タ ン ク 用 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 と し て は 、 燃 料 タ ン ク に 必 要 な 強 度 や
成 形 性 を 満 た し 、 構 造 材 と し て 汎 用 さ れ て い る 、 ３ ０ ０ ０ 系 、 ５ ０ ０ ０ 系 、 ６ ０ ０ ０ 系 ア
ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 の 適 用 が 検 討 さ れ て き た 。 例 え ば 、 Ｍ ｇ ２ ． ２ 　 ～ ６ ． ０ ％ 、 Ｃ ｕ ： ０
． ０ ３ 　 ～ ０ ． １ ５ ％ 　 、 Ｍ ｎ ： ０ ． ０ ３ 　 ～ ０ ． ５ ０ ％ 　 を 含 む 特 定 成 分 の ５ ０ ０ ０ 系
ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 材 が 提 案 さ れ て い る 　 （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 ま た 、 Ｍ ｇ を ０ ． ５ 　 ～
２ ． ０ ％ 、 Ｍ ｎ ： ０ ． ８ ～ １ ． ５ ０ ％ 　 を 含 む 特 定 成 分 の ３ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板
材 も 提 案 さ れ て い る 　 （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ９ － １ ６ ５ ６ ３ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 １ １ － ３ １ ０ ８ ４ ２ 　 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 こ れ ら ５ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 材 や ３ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 材 で は
、 前 記 蟻 酸 や 酢 酸 あ る い は 塩 素 な ど が 自 動 車 燃 料 に 混 在 す る よ う な 腐 食 環 境 下 で は 、 耐 食
性 が 著 し く 劣 る 。 こ の 理 由 は 、 本 発 明 者 ら の 知 見 に よ れ ば 、 こ れ ら ５ ０ ０ ０ 系 や ３ ０ ０ ０
系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 材 の 前 記 腐 食 環 境 下 で の 腐 食 形 態 が 、 主 と し て 孔 食 で あ る こ と に よ
る 。 腐 食 形 態 が こ の 孔 食 の 場 合 、 燃 料 タ ン ク と し て 使 用 中 に 腐 食 が 進 行 し て 、 孔 食 深 さ が
次 第 に 深 く な っ た 場 合 に は 、 タ ン ク 壁 を 貫 通 し て 、 自 動 車 燃 料 タ ン ク に 孔 が あ き 、 燃 料 が
漏 洩 す る に 至 る 危 険 性 が あ る 。 し た が っ て 、 前 記 腐 食 環 境 下 で 孔 食 を 生 じ 易 い 、 こ れ ら ５
０ ０ ０ 系 や ３ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 材 は 、 こ の ま ま で は 自 動 車 燃 料 タ ン ク と し て 使
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用 で き な い 。 そ し て 、 こ の 点 は 、 前 記 ６ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 材 な ど で も 同 様 で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
因 み に 、 前 記 特 許 文 献 １ 　 や ２ 　 な ど で の 、 こ れ ら 板 材 の 耐 食 性 の 評 価 試 験 は 、 塩 水 噴 霧
試 験 で し か な く 、 前 記 蟻 酸 や 酢 酸 あ る い は 塩 素 な ど が 自 動 車 燃 料 に 混 在 す る よ う な 、 厳 し
い 腐 食 環 境 下 で の 使 用 を 意 図 し て い な い 。 し た が っ て 、 こ れ ま で は 、 前 記 厳 し い 腐 食 環 境
下 で の 使 用 を 大 前 提 と し た 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 適 用 の 本 格 的 な 開 発 は こ れ ま で な さ れ て
い な か っ た の が 実 情 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
一 方 、 前 記 厳 し い 腐 食 環 境 に 対 し 、 ７ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 な ど 、 Ｚ ｎ を 比 較 的 多
量 含 む ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 を 用 い て 、 Ｚ ｎ の 犠 牲 陽 極 効 果 に よ っ て 、 前 記 腐 食 環 境 下 で の
孔 食 を 防 止 し 、 耐 食 性 を 向 上 さ せ る 手 段 も 考 え ら れ る 。 し か し 、 Ｚ ｎ を 比 較 的 多 量 含 む ７
０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 で は 、 新 た に 、 粒 界 腐 食 や 応 力 腐 食 割 れ 発 生 の 可 能 性 が あ り
、 ま た 、 自 動 車 燃 料 タ ン ク 用 材 料 と し て 要 求 さ れ る 、 タ ン ク へ の プ レ ス 成 形 性 な ど が 劣 り
、 実 用 化 が 難 し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
し た が っ て 、 鋼 材 に 代 わ っ て 、 ガ ソ リ ン タ ン ク な ど の 自 動 車 燃 料 タ ン ク に 適 用 で き る ア ル
ミ ニ ウ ム 合 金 材 は こ れ ま で 無 く 、 前 記 厳 し い 腐 食 環 境 に 対 し て 耐 食 性 の 優 れ た 、 タ ー ン シ
ー ト と 称 せ ら れ る Ｐ ｂ － Ｓ ｎ 　 め っ き 鋼 板 や 、 Ｐ ｂ フ リ ー の ア ル ミ め っ き 鋼 板 や Ｓ ｎ － 　
Ｚ ｎ 鋼 板 が 使 用 さ れ て い る の が 実 情 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は こ の 様 な 事 情 に 着 目 し て な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 は 、 耐 食 性 に 優 れ 、 他
の プ レ ス 成 形 性 な ど に も 優 れ た 自 動 車 燃 料 タ ン ク 用 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 を 提 供 し よ う と す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 で は 、 自 動 車 燃 料 タ ン ク 用 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 を 、 心
材 を ５ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 、 皮 材 を ７ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 と し た ク ラ ッ
ド 材 か ら な る も の と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 本 発 明 要 旨 の よ う に 、 自 動 車 燃 料 タ ン ク 用 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 を ク ラ ッ ド 材 と し 、 皮
材 と し て ７ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 を 用 い る こ と で 、 前 記 蟻 酸 や 酢 酸 あ る い は 塩 素 な
ど が 自 動 車 燃 料 に 混 在 す る よ う な 腐 食 環 境 下 で も 、 Ｚ ｎ の 犠 牲 陽 極 効 果 に よ っ て 、 前 記 腐
食 環 境 下 で の 孔 食 発 生 を 防 止 し て 、 腐 食 形 態 を ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 表 面 の 全 面 腐 食 と し 、
自 動 車 燃 料 タ ン ク と し て の 高 寿 命 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 皮 材 と し て ７ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 を 用 い る の で 、 前 記 し た 粒 界 腐 食 や 応 力
腐 食 割 れ 発 生 の 問 題 は な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
更 に 、 心 材 と し て の ５ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 を 用 い る た め 、 前 記 孔 食 発 生 の 問 題 が
無 く 、 燃 料 タ ン ク に 必 要 な 強 度 を 満 た し た 上 で 、 前 記 し た 自 動 車 燃 料 タ ン ク 形 状 へ の プ レ
ス 成 形 性 な ど が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
自 動 車 燃 料 タ ン ク に よ っ て 、 タ ン ク 形 状 に よ る プ レ ス 成 形 性 や 強 度 が よ り 要 求 さ れ る 用 途
に は 、 心 材 の ５ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 が Ｍ ｇ を ４ ． ０ 　 ～ ５ ． ６ ％ 含 む こ と が 好 ま
し い 。 な お 、 本 発 明 に お い て 、 各 元 素 量 の ％ 　 表 示 は 全 て 質 量 ％ 　 の 意 味 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 皮 材 と し て の ７ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 の 前 記 腐 食 環 境 下 で の 耐 食 性 向 上 の た
め に は 、 Ｚ ｎ を ０ ． ６ 　 ～ １ ． ６ ％ 含 む こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 に お け る ク ラ ッ ド 材 は 、 基 本 的 に 、 ７ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 と ５ ０ ０ ０ 系 ア
ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 と を 熱 間 圧 延 に よ り 互 い に 接 合 し た ク ラ ッ ド 板 と す る 。 こ れ ら ク ラ ッ ド
材 の 素 材 と な る ７ ０ ０ ０ 系 や ５ ０ ０ ０ 系 の 各 々 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 は 、 各 々 の 材 料 に つ
き 、 所 望 組 成 に 鋳 造 さ れ た ス ラ ブ 　 （ 鋳 塊 ） 　 を 均 質 化 熱 処 理 後 、 上 記 熱 間 加 工 し 、 更 に
必 要 に よ り 、 冷 間 圧 延 、 冷 間 鍛 造 な ど の 冷 間 加 工 す る 、 常 法 に よ り 製 造 さ れ る 。 そ し て 、
こ れ ら ７ ０ ０ ０ 系 や ５ ０ ０ ０ 系 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 は 、 ク ラ ッ ド 材 化 さ れ た 後 も 含 め 、
必 要 に よ り 、 圧 延 な ど の 加 工 ま ま か 、 完 全 焼 き 鈍 し 状 態 の Ｏ 　 材 や 溶 体 化 お よ び 焼 き 入 れ
処 理 な ど の 熱 処 理 を 施 さ れ た 調 質 材 と さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 こ れ ら 材 料 の ク ラ ッ ド 材 へ の 接 合 方 法 と し て は 、 上 記 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 同 士 を 熱
間 圧 延 に よ り 接 合 す る 方 法 以 外 に 、 溶 接 、 接 着 剤 、 締 結 治 具 に よ る 機 械 的 接 合 な ど に よ る
手 段 が 考 え ら れ る 。 し か し 、 ク ラ ッ ド 材 の 自 動 車 燃 料 タ ン ク へ の 成 形 性 や ク ラ ッ ド 材 の 接
合 強 度 、 燃 料 タ ン ク と し て の 使 用 時 の 耐 久 性 や 耐 食 性 を 考 慮 す る と 、 こ れ ら 手 段 は 問 題 が
あ る 。 し た が っ て 、 上 記 熱 間 圧 延 に よ り 接 合 す る 方 法 が こ れ ら の 要 求 特 性 を 満 た す も の と
し て 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ク ラ ッ ド 材 の 板 厚 は 、 自 動 車 燃 料 タ ン ク に 応 じ た 必 要 板 厚 と さ れ る 。 但 し 、 皮 材 と し て の
７ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 に 、 前 記 耐 食 性 の 向 上 効 果 を 発 揮 さ せ る た め に は 、 最 低 ０
． １ ｍ ｍ 　 以 上 の 板 厚 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 一 方 、 ３ ． ０ ｍ ｍ 　 を 越 え る 板 厚 は 、 ５
０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 と の ク ラ ッ ド に よ っ て も 、 タ ン ク 形 状 へ の プ レ ス 成 形 が 困 難
と な る た め 、 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 心 材 と し て の ５ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 に 、 燃 料 タ ン ク と し て の 必 要 強 度 で あ
る 、 例 え ば 引 張 強 度 １ ８ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 を 満 た し 、 タ ン ク 形 状 へ の プ レ ス 成 形 性 を 確 保 を 向
上 さ せ る 効 果 を 発 揮 さ せ る た め に は 、 最 低 ０ ． ３ ｍ ｍ 　 以 上 の 板 厚 を 有 す る こ と が 好 ま し
い 。 一 方 、 ４ ． ０ ｍ ｍ 　 を 越 え る 板 厚 は 、 タ ン ク の 重 量 が 増 加 し て 鋼 材 に 対 す る 軽 量 化 の
利 点 が 失 わ れ る た め 、 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 、 本 発 明 に 用 い る ７ ０ ０ ０ 系 や ５ ０ ０ ０ 系 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 の 好 ま し い 化 学 成 分
組 成 に つ い て 説 明 す る 。
先 ず 、 皮 材 に 用 い る ７ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 は 、 Ａ Ａ 乃 至 Ｊ Ｉ Ｓ 　 規 格 に 規 定 さ れ
た ７ ０ ７ ２ 、 ７ ０ ７ ２ 、 ７ Ｎ ０ １ 、 ７ ０ ０ ３ 、 ７ ０ ７ ５ 等 の 汎 用 ７ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム
合 金 が 適 用 で き る 。 例 え ば 、 後 述 す る Ｚ ｎ 以 外 の 、 Ｍ ｇ 、 Ｍ ｎ 、 Ｃ ｒ 、 Ｆ ｅ 、 Ｓ ｉ 、 Ｚ ｒ
、 Ｔ ｉ 、 Ｂ 　 等 の 元 素 は 、 各 ７ ０ ０ ０ 系 合 金 ご と に 、 Ａ Ａ 乃 至 Ｊ Ｉ Ｓ 　 規 格 に 規 定 さ れ た
含 有 量 と す る こ と が 好 ま し い 。 な お 、 前 記 規 格 通 り に な ら ず と も 、 皮 材 に 要 求 さ れ る 耐 食
性 を 阻 害 し な い 範 囲 で の 、 化 学 成 分 組 成 の 変 更 は 許 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
以 下 、 Ｚ ｎ に つ い て 説 明 す る 。 前 記 蟻 酸 や 酢 酸 あ る い は 塩 素 な ど が 自 動 車 燃 料 に 混 在 す る
よ う な 腐 食 環 境 下 で 、 Ａ ｌ － Ｚ ｎ 　 合 金 の 犠 牲 陽 極 効 果 に よ っ て 、 孔 食 発 生 を 防 止 し 、 自
動 車 燃 料 タ ン ク と し て 高 寿 命 化 を 図 る た め に は 、 Ｚ ｎ の 含 有 量 は ０ ． ６ ％ 以 上 で あ る こ と
が 好 ま し い 。 一 方 、 Ｚ ｎ の 含 有 量 が １ ． ６ ％ を 越 え て 多 す ぎ る と 、 表 面 の 全 面 腐 食 に よ る
腐 食 生 成 物 の 量 が 多 く な り 、 タ ン ク や 配 管 の 目 詰 ま り な ど の 原 因 と な る な ど 新 た な 問 題 を
生 じ る 可 能 性 が あ る 。 こ の た め 、 Ｚ ｎ は ０ ． ６ 　 ～ １ ． ６ ％ 含 む こ と が 好 ま し く 、 前 記 ７
０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 の 中 で も 、 Ｚ ｎ 含 有 量 が こ の 好 ま し い 範 囲 に 相 当 す る ７ ０ ７
２ ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 適 用 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 、 心 材 の ５ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 は 、 Ａ Ａ 乃 至 Ｊ Ｉ Ｓ 　 規 格 に 規 定 さ れ た 汎 用
５ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 が 適 用 で き る 。 例 え ば 、 後 述 す る Ｍ ｇ 以 外 の 、 Ｚ ｎ 、 Ｍ ｎ 、
Ｃ ｒ 、 Ｆ ｅ 、 Ｓ ｉ 、 Ｚ ｒ 、 Ｔ ｉ 、 Ｂ 　 等 の 元 素 は 、 各 ５ ０ ０ ０ 系 合 金 ご と に 、 Ａ Ａ 乃 至 Ｊ
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Ｉ Ｓ 　 規 格 に 規 定 さ れ た 含 有 量 と す る こ と が 好 ま し い 。 但 し 、 前 記 規 格 通 り に な ら ず と も
、 心 材 に 要 求 さ れ る 特 性 を 阻 害 し な い 範 囲 で の 、 化 学 成 分 組 成 の 変 更 は 許 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
以 下 、 Ｍ ｇ に つ い て 説 明 す る 。 ５ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 に お い て 、 Ｍ ｇ は 、 タ ン ク
に 必 要 な 強 度 　 （ 引 張 強 度 １ ８ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 ） 　 と 成 形 性 を 固 溶 強 化 に よ り 付 与 す る た め
に 必 須 の 元 素 で あ る 。 な お 、 素 材 ５ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 の 生 産 性 が よ り 要 求 さ れ
る 場 合 に は 、 加 工 性 の 点 で 、 Ｍ ｇ 含 有 量 が ３ ． ９ ％ 以 下 と 少 な い 方 が 好 ま し い 。 但 し 、 自
動 車 燃 料 タ ン ク と し て の 必 要 強 度 や タ ン ク 形 状 へ の プ レ ス 成 形 性 を 満 た す た め に は 、 Ｍ ｇ
を ２ ． ２ ％ 以 上 含 む こ と が 好 ま し い 。 し た が っ て 、 耐 食 性 が よ り 要 求 さ れ る タ ン ク 用 途 に
は 、 こ の ２ ． ２ 　 ～ ３ ． ９ ％ の Ｍ ｇ 含 有 量 に 相 当 す る ５ ０ ５ ２ 、 ５ ６ ５ ２ 、 ５ １ ５ ４ 、 ５
２ ５ ４ 、 ５ ４ ５ ４ な ど の ５ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
一 方 、 タ ン ク 形 状 へ の プ レ ス 成 形 性 や タ ン ク 強 度 が よ り 要 求 さ れ る 自 動 車 燃 料 タ ン ク 用 途
で は 、 Ｍ ｇ が ４ ． ０ ％ 以 上 と 、 Ｍ ｇ 含 有 量 が 高 い 方 が 好 ま し い 。 但 し 、 Ｍ ｇ 含 有 量 が ５ ．
６ ％ を 越 え て 多 く な る と 、 加 工 性 が 低 下 し 、 素 材 ５ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 の 生 産 性
が 低 下 す る 。 し た が っ て 、 タ ン ク 形 状 へ の プ レ ス 成 形 性 や タ ン ク 強 度 が よ り 要 求 さ れ る 用
途 に は 、 こ の ４ ． ０ 　 ～ ５ ． ６ ％ の Ｍ ｇ 含 有 量 に 相 当 す る ５ ０ ５ ６ 、 ５ ０ ８ ２ 、 ５ １ ８ ２
、 ５ ０ ８ ３ な ど の ５ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 実 施 例 】
次 に 、 本 発 明 方 法 の 実 施 例 を 説 明 す る 。 表 １ 　 に 示 す 各 化 学 成 分 組 成 を 有 す る 、 ７ ０ ７ ２
、 ７ ０ ７ ５ 、 ５ ０ ５ ２ 、 ５ １ ５ ４ 、 ５ １ ８ ２ 、 ３ ０ ０ ３ 、 ６ ０ ６ １ 規 格 の 各 ア ル ミ ニ ウ ム
合 金 鋳 塊 を 、 Ｄ Ｃ 鋳 造 法 に よ り 溶 製 し た 後 、 均 質 化 熱 処 理 後 、 熱 間 圧 延 し 、 そ の 後 適 当 に
中 間 焼 鈍 を 施 し な が ら 冷 間 圧 延 し て 、 各 １ ． ０ ｍ ｍ ｔ の 板 厚 の 板 と し た 。 そ し て 、 ５ ０ ０
０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 は ３ ５ ０ 　 ℃ × ３ 　 時 間 の 焼 鈍 を 施 し て Ｏ 　 材 と し 、 ７ ０ ０ ０ 系
、 ３ ０ ０ ０ 系 、 ６ ０ ０ ０ 系 は 、 溶 体 化 処 理 後 に 焼 入 れ 処 理 し て Ｔ ４ 材 と し た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 に 、 こ れ ら の 板 を 接 着 剤 に て ク ラ ッ ド し 、 本 発 明 の 心 材 と し て の ５ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ
ム 合 金 材 と 、 皮 材 と し て の ７ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 と が 互 い に 接 合 さ れ た ク ラ ッ ド
材 （ ２ ｍ ｍ ｔ 　 の 板 厚 ） 　 を 発 明 例 １ 　 ～ ６ 　 と し て 製 作 し た 。 ま た 、 比 較 の た め に 、 皮
材 と し て の ７ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 に 対 し 、 本 発 明 か ら 外 れ た 、 心 材 を ３ ０ ０ ０ 系
、 ６ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 と し た 組 み 合 わ せ の ク ラ ッ ド 材 を 比 較 例 ７ 　 、 ８ 　 と し
て 製 作 し た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
更 に 、 比 較 の た め に 、 皮 材 を ３ ０ ０ ３ 、 ５ ０ ５ ２ 、 ５ １ ８ ２ 、 ６ ０ ６ １ ア ル ミ ニ ウ ム 合 金
材 と し 、 心 材 を ５ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 と し た 場 合 を 想 定 し 、 但 し 、 心 材 は 実 際 に
は ク ラ ッ ド せ ず に 、 こ れ ら 皮 材 の み も 比 較 例 ９ ～ １ ２ と し て 準 備 し た 。 ま た 、 耐 食 性 の 参
考 と し て 、 前 記 タ ー ン シ ー ト と 称 せ ら れ る Ｐ ｂ － Ｓ ｎ 　 め っ き 鋼 板 （ １ ． ０ ｍ ｍ ｔ 　 の 板
厚 ） 　 も 、 耐 食 性 試 験 の み 同 様 に 試 験 し 、 比 較 例 １ ３ と し て た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
各 々 の 供 試 材 の 機 械 的 特 性 と し て 、 引 張 強 度 （ Ｍ Ｐ ａ ） 　 、 ０ ． ２ ％ 耐 力 （ Ｍ Ｐ ａ ） 　 、
伸 び （ ％ ） 　 、 成 形 性 と し て 、 Ｌ Ｄ Ｒ （ 限 界 絞 り 比 、 ｍ ｍ ） 　 、 エ リ ク セ ン 値 （ ｍ ｍ ） 、
耐 食 性 と し て 、 前 記 蟻 酸 や 酢 酸 あ る い は 塩 素 な ど が 自 動 車 燃 料 に 混 在 す る よ う な 腐 食 環 境
下 を 模 擬 し た 腐 食 試 験 液 で の 最 大 孔 食 深 さ と 腐 食 生 成 物 量 を 各 々 評 価 し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
各 々 の 供 試 材 の 機 械 的 特 性 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｚ 　 ２ ２ ０ １ の 引 張 試 験 に し た が っ て 行 う と と も
に 、 試 験 片 形 状 は Ｊ Ｉ Ｓ 　 ５ 　 号 試 験 片 で 行 っ た 。 ま た 、 ク ロ ス ヘ ッ ド 速 度 は ５ ｍ ｍ ／ 分
で 試 験 片 が 破 断 す る ま で 一 定 の 速 度 で 行 っ た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
成 形 性 試 験 は 、 各 々 の 供 試 材 を 直 径 ５ ０ ｍ ｍ × 高 さ ３ ０ ｍ ｍ の 円 筒 形 状 に 深 絞 り 加 工 し て
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行 い 、 試 験 条 件 は 、 し わ 抑 え 力 （ Ｂ Ｈ Ｆ ） ５ ０ ０ ｋ ｇ ｆ 　 、 成 形 速 度 １ ２ ｍ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ 、
一 般 防 錆 油 を 潤 滑 油 に 使 用 し て 行 っ た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
耐 食 性 試 験 は 、 上 記 成 形 性 試 験 に よ り 製 作 し た 深 絞 り 円 筒 に 、 ガ ソ リ ン に 対 し て 、 蟻 酸 １
０ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 、 酢 酸 ２ ０ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 、 塩 素 １ ０ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ を と も に 含 む 模 擬 腐 食 試
験 液 を 封 入 し 、 ４ ５ ℃ の 温 度 で ３ ０ 日 保 持 し た 後 で の 、 円 筒 内 表 面 の 腐 食 状 況 を 調 査 し た
。 そ し て 、 円 筒 内 表 面 の 最 大 孔 食 深 さ （ ｍ ｍ ） と 、 目 視 に よ る 腐 食 生 成 物 量 の 大 小 を 各 々
評 価 し た 。 こ の 内 、 円 筒 内 表 面 の 最 大 孔 食 深 さ が １ ０ ０ 　 μ ｍ 　 以 下 の も の は 、 ガ ソ リ ン
タ ン ク と し て 長 期 の 使 用 に 耐 え う る と 判 断 し 、 ○ と 評 価 し た 。 一 方 、 円 筒 内 表 面 の 最 大 孔
食 深 さ が ６ ０ ０ 　 μ ｍ 　 を 越 え る も の は 、 ガ ソ リ ン タ ン ク と し て 長 期 の 使 用 中 に 、 板 厚 を
貫 通 す る 孔 食 が 発 生 す る 可 能 性 が 大 き く 、 使 用 に 耐 え な い と 判 断 し 、 × と 評 価 し た 。 そ し
て 更 に 、 こ れ ら の 結 果 を 総 合 し 、 最 大 孔 食 深 さ が １ ０ ０ 　 μ ｍ 　 以 下 で 腐 食 生 成 物 量 が 少
な い も の を ◎ 、 最 大 孔 食 深 さ が １ ０ ０ 　 μ ｍ 　 以 下 で 腐 食 生 成 物 量 が 多 い も の を ○ 、 そ れ
以 外 を × と し て 耐 食 性 を 総 合 評 価 し た 。 こ れ ら の 結 果 を 表 ２ 　 に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
表 ２ 　 か ら 明 ら か な 通 り 、 心 材 と し て の ５ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 と 、 皮 材 と し て の
７ ０ ０ ０ 系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 と が 互 い に 接 合 さ れ た 発 明 例 １ 　 ～ ６ 　 は 、 前 記 蟻 酸 や 酢
酸 あ る い は 塩 素 な ど が 自 動 車 燃 料 に 混 在 す る よ う な 腐 食 環 境 下 で も 、 Ｐ ｂ － Ｓ ｎ 　 め っ き
鋼 板 の 比 較 例 １ ３ と 同 レ ベ ル の 耐 食 性 を 有 し 、 孔 食 発 生 が 防 止 乃 至 抑 制 さ れ て い る 。 し た
が っ て 、 Ｐ ｂ － Ｓ ｎ 　 め っ き 鋼 板 と 同 様 に 、 自 動 車 燃 料 タ ン ク と し て の 高 寿 命 化 、 高 耐 久
性 化 が 図 れ 、 更 に は 、 Ｐ ｂ － Ｓ ｎ 　 め っ き 鋼 板 よ り も 軽 量 化 が 図 れ る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 発 明 例 １ 　 ～ ６ 　 は 、 ク ラ ッ ド 材 と し て 、 円 筒 形 状 へ の 深 絞 り 加 工 に よ る 燃 料 タ ン
ク へ の 成 形 性 も 良 く 、 更 に 、 燃 料 タ ン ク と し て 必 要 な 引 張 強 度 １ ８ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 を 余 裕 で
満 た し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
更 に 、 発 明 例 の 中 で も 、 発 明 例 １ 　 ～ ３ 　 の よ う に 、 Ｚ ｎ の 含 有 量 が 比 較 的 少 な い ７ ０ ７
２ ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 を 皮 材 と し て 用 い た 方 が 、 発 明 例 ４ 　 ～ ６ 　 の よ う に 、 Ｚ ｎ の 含 有
量 が 比 較 的 多 い ７ ０ ７ ５ ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 皮 材 と し て 用 い た 場 合 よ り も 、 腐 食 生 成 物 量
は 比 較 的 少 な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
そ し て 、 発 明 例 の 中 で も 、 発 明 例 １ 　 、 ４ 　 の よ う に 、 Ｍ ｇ 含 有 量 が 比 較 的 少 な い ５ ０ ５
２ ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 を 心 材 と し て 用 い る よ り も 、 発 明 例 ２ 　 、 ３ 　 、 ５ 　 、 ６ 　 の よ う
に 、 Ｍ ｇ の 含 有 量 が 比 較 的 多 い ５ １ ５ ４ 、 ５ １ ８ ２ ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 心 材 と し て 用 い た
場 合 の 方 が 、 強 度 と 成 形 性 が 比 較 的 高 い 。 し た が っ て 、 Ｚ ｎ の 含 有 量 と Ｍ ｇ 含 有 量 と の 、
タ ン ク 用 途 の 要 求 特 性 に よ る 、 前 記 各 々 の 好 ま し い 範 囲 が あ る こ と が 裏 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ れ に 対 し 、 皮 材 が ７ ０ ７ ２ ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 で あ っ て も 、 心 材 が ３ ０ ０ ３ ア ル ミ ニ ウ
ム 合 金 板 で あ る 比 較 例 ７ 　 、 心 材 が ６ ０ ６ １ ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 で あ る 比 較 例 ８ 　 は 、 伸
び が 低 く 、 ま た 成 形 性 も 低 く 、 実 際 の 燃 料 タ ン ク へ の 成 形 が 難 し い と 予 想 さ れ る た め に 実
用 的 で は な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
更 に 、 皮 材 と し て 、 ３ ０ ０ ３ 、 ５ ０ ５ ２ 、 ５ １ ８ ２ 、 ６ ０ ６ １ の 各 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 を
用 い た 比 較 例 ９ 　 ～ １ ２ は 、 円 筒 内 表 面 の 最 大 孔 食 深 さ が ６ ０ ０ 　 μ ｍ 　 を 越 え て お り 、
成 形 性 や 強 度 を 満 た し た と し て も 、 ガ ソ リ ン タ ン ク と し て 長 期 の 使 用 中 に 、 板 厚 を 貫 通 す
る 孔 食 が 発 生 す る 可 能 性 が 大 き く 、 使 用 に 耐 え な い 。
し た が っ て 、 こ れ ら の 結 果 か ら 、 本 発 明 規 定 範 囲 の 臨 界 的 な 意 義 が 分 か る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ ３ ９ 】
【 表 ２ 】
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【 ０ ０ ４ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 耐 食 性 に 優 れ 、 他 の プ レ ス 成 形 性 な ど に も 優 れ た 自 動 車 燃 料 タ ン ク 用 ア
ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 を 提 供 す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 の 用 途 を 自 動
車 燃 料 タ ン ク 用 途 な ど に 大 き く 拡 大 で き る 、 ま た 、 自 動 車 燃 料 タ ン ク を ア ル ミ ニ ウ ム 合 金
製 と し て 大 幅 に 軽 量 化 で き る 、 な ど の 点 で 工 業 的 な 価 値 が 大 き い 。
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